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日中両言語における
親族名称体系の構造分析
陳 蕗
はじめに
従来の親族語費に関する対照研究は､呼称の一種として取り上げ､運用面においてそ
れぞれの使用される場面と対象の種類と用法の相違を考察するものが多かった｡親族語
費を単なる人間関係､親族組織を表すものとしてではなく､まずコトバとして言語学的
方法でいわゆる ｢静的｣構造面を明らかにする必要がある｡
ここでいくつかの概念を定義しておく｡自己を中心に父､母などの親族関係を表す語
の総称を親族語嚢とする｡このうち､｢チチ｣｢ハハ｣のように第三者と自己との関係を
示すのに用いる親族請を親族名称と言い､｢オ トー サン｣｢オカーサン｣のように当人に
向かってその人を直接呼びかける時に用いる親族語を親族呼称と呼ぶ｡
先ず成分分析の方法を用いて親族名称の語形を分析し､そしてそれを構成する要素を
見出す｡各々の構成要素がどのようなカテゴリーを形成し､どのような働きで親族名称
を構成しているのか､また同一構成要素で構成された親族騎乗のグループにはどのよう
な共通性があり､体系上どのように位置づけられるのか､さらにその基底にどういう意
識があるのか､などについて考察する｡次に､中国語のそれと比較しつつその特徴を示
し､歴史的考察を絡めながら両言論の親族名称の構成要素の持つ意味及び機能を解明し､
親族名称体系の構造を明らかにすることを目指す｡
本稿の考察対象は原則として日中両言静とも祖父母の代から孫の代まで合わせて五世
代の親族名称に限る｡具体的に､祖父母､父母､おじ､おば､兄弟姉妹､いとこ､甥､姪､
子､孫といった親族名称を対象とする｡
以下､語形は片仮名または中国静のピンインで､意味は平仮名または漢字で( )に入
れて示す｡
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1. 日本籍における親族名称
1.1 日本語における親族名称の構成分析
先ず､現代語における日本語の親族名称を次のように挙げておく｡
(1)ソフ(祖父) ソボ(祖母) (2)チチ(父) ハハ(母) (3)オジ(おじ) オバ(おば)
(4)アニ(冗) アネ(柿) (5)オトウト(弟) イモウト(妹) (6)イトコ(いとこ) (7)
ムスコ(息子) ムスメ(娘) (8)オイ(甥) メイ(姪) (9)マゴ(孫)
これらの語は､(6)と(9)を除いて､みな男女の性別を区別して異なる語形を持つペア
となっている｡
(1)の二語はソを共通してフ､ボで相違する｡この二語は祖父母の意の漢語の音を表し
た語形である｡和詩の詩形は ｢ヂヂ(オジーサン)･パパ(オバーサン)｣がある｡それは
『古事記』などに見られる古い ｢オホヂ･オホバ｣の語形から変化したものとされている
(佐藤1986)｡同様に(3)の二語は古い語形の ｢ヲヂ ･ヲバ｣から変化したものと考えら
れる｡(1)(2)(3)を併せて見れば､｢チ･ハ｣という共通の要素を持っていることが分か
る｡それは自己より上の世代を示す要素であると考えられる｡
｢チ｣とは 『大言海』などで述べられているように､最初は ｢霊｣の語義をもってい
たのが､転じて､権力のある天皇､そして己を生む男親を含め､男性を敬って指すよう
になった｡｢自席の上に横臼を作り横白に醸みし大御酒美味に聞しもち食せ麻呂賀知(ま
ろが父)｣(『古事記』中 ･応神 ･歌謡)とあるように最初は父を表わすには ｢チ｣の語形
があったとされている｡｢チ｣は ｢オホヂ｣｢ヲヂ｣のように用いられ､上位世代の男性
親族名称の語形の一部になった｡
一方､母の意を表わす単音節の ｢ハ｣は見つからないが､『大言海』では ｢ハシ(餐)｣の
頭書､又は母の意の古語 ｢イロハ｣の ｢ハ｣だけを重ねたものと説明している｡｢ハ｣は
｢オホバ｣｢ヲバ｣のように用いられ､上位世代の親族名称の宙形の一部を構成している｡
｢オホヂ ･オホバ｣｢ヲヂ ･ヲバ｣はそれぞれ ｢オホヂ⇒オヂ⇒ヂヂ｣｢オホバ ･オバ
⇒ウバ⇒パパ｣｢ヲヂ⇒オジ｣｢ヲバ⇒オバ｣と詩形変化しているが､以上からみれば､
｢チ ･ハ｣は性別の差を示すほか､自己より上の世代を認識する標識でもある｡つまり
｢チリ＼｣という基幹要素により構成されたこれらの名称は自己より上の世代のグループ
に属するという認知構造を反映している｡さらに ｢オホ｣｢ヲ｣という修飾要素をつける
ことにより上位世代の親族名称グループを再区分し､相互関係を明確にしている｡
上位世代の親族名称には ｢チ ･ハ｣という共通の形態が見られるが､それは自己より
上の親族を親とほぼ同一視しており､自己にとってみな上にある尊敬すべき世代である
という認識も見てとFtる｡
｢オホヂ｣の語構成は ｢オホ(大)+チ(父)｣から､さらに ｢オホ+チチ⇒オホヂ｣と
なり､祖母の ｢オホバ｣ も ｢オホ(大)+ハハ(母)｣からなるとされている(佐藤1986)｡
それと同様に､古代請に見られる ｢ヲヂ｣｢ヲバ｣も､｢ヲ(小)+チ(父)｣｢ヲ(小)+ハハ
(母)｣からなると考えられる｡つまり祖父母､おじおばと父母は父母より ｢大きい｣ま
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たは ｢小さい｣という関係にあることが分かる｡父母より年上のおじおばにも ｢ヲヂ ･
ヲバ｣を使っていることから､父母と同世代者である父母のきょうだいは年齢の長幼や
父方や母方にも関わらず､同様に父母より｢小さい｣とみているという意識が窺われる｡
(4)の二言副ま大の意の ｢ア｣を共有し､敬称の ｢ニ｣｢ネ｣を以て男女を区別するとさ
れている(『日本国語大辞典』､以下日国大と略す)｡(5)の二請は詩形上 ｢ウト｣で共通し
て､｢オト｣｢イモ｣で異にする｡
(4)(5)は意味上それぞれ｢年上の男きょうだいと女きょうだい･年下の男きょうだい
と女きょうだい｣となり､性別と年齢の長幼により四区分した異なる言吾形である｡
しかし､｢イモ｣は奈良時代に ｢愛しき身｣(『日国大』)の意から転じて ｢愛しい女性｣
の意を表し､｢セ｣と対をなした｡平安時代には ｢ヒト｣と結合して ｢イモウト｣の括形
をとって ｢セウト｣と対をなし､親族名称としては ｢男性からみた女きょうだい｣の意
として用いられ､年齢の長幼と関係なく女きょうだいを識別する要素であった｡｢オト｣
は接頭辞として ｢エ｣と対をなして ｢年少｣の意を表し､殆どの場合は同性間において
年少を識別する要素であった｡のちに ｢オトウト｣の詩形で ｢コノカミ｣と対をなして
いる｡｢アニ｣｢アネ｣は ｢アニオトウト｣｢アネオトウト｣のように同性間においての年
長者の意に用いられていたとされている(武井1982)｡｢アニ｣｢アネ｣はそれぞれ弟から
みた兄と妹からみた姉を指して同性間においての年上を識別する要素であった｡古代日
本語のきょうだい名称は性別が一次的な識別要素で､年齢の長幼が二次的な要素であっ
たらしい｡鎌倉､室町時代を経て､近世になって､同性間の年齢の長幼を示す ｢アニ｣｢ア
ネ｣と ｢オトウト｣及び女きょうだいを示す ｢イモウト｣は性別と年齢の長幼により区
分するようになり､現代に至った｡
日本籍ではきょうだい名称においては性別が第-の区分基準であった｡きょうだいで
あっても､年齢の長幼を問わず､同一視して同一静形を用いた｡請構成からすれば､きょ
うだいを ｢愛しい男女｣とみて､年齢の長幼序列はよほど重要な概念ではなかったこと
が分かった｡
(6)の ｢イトコ｣については､｢イトシコ(愛子)の略｣(『日国大』)の給源説がある｡奈
良時代の語例から､最初の諦義は愛しい人の意であったと考えられる｡平安時代からは
親族名称としておじおばの子を父系､母系､性別､年齢の長幼などによる区別がなく同
一視して ｢イトコ｣で指しているのが特徴的である｡しかも､詩形や意味にも変化を見
られず､現代に至っている｡
語構成の意味から考えれば､同世代のきょうだいもいとこも同一視して自己にとって
｢愛しい｣｢親しい｣関係にある親族と見ているととれる｡
(4)(5)(6)は自己と同世代の親族諦兵グループであるが,共通の構成要素はない｡(4)
の ｢アニ｣｢アネ｣はア(大の意)の形態を共通しており､｢年上｣を認識する要素となっ
ているが､指示範囲はきょうだいのみで､いとこを含む同世代者全体に及ばなかった｡
(7)の二静は ｢生･産｣の意を持つ ｢ムス｣の形態を共有し､｢コ｣｢メ｣でその違いを
示している(『日国大』)｡男女を表す ｢ヒコ｣｢ヒメ｣が ｢ヒ｣の脱落により｢コ｣｢メ｣と
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なり､｢ムスヒコ⇒ムスコ｣｢ムスヒメ⇒ムスメ｣の詩形になったと考えられる｡意味と
しては､自己が生む ｢男の子 ･女の子｣の意となる｡
(8)の二語については､古い ｢ヲヒ｣｢メヒ｣の語形から変化したものとされている｡
｢ヲ｣と ｢メ｣はそれぞれ ｢男｣と ｢女｣を表わして対応関係をなしており､｢ヒ｣とは
｢生ふ｣の語形から変化したもので､｢生える､生長する｣の意を持っている(『大言海』)0
従ってこの二語は ｢成長する男の子 ･女の子｣という構成になり､性別を区分した語形
で兄弟の子と姉妹の子を同一視して指している｡
(7)(8)は自己より一つ下の世代を表す語のグループである｡それぞれ性別を示す要素
を持っているが､性別と世代を示す共通の構成要素が見当たらなかった｡語構成からす
れば､自己より下の世代は同一視して ｢これから伸び伸びと成長する人｣と見ているよ
うである｡
(9)の語形については､｢マタコ(又子)｣から変化したとされている(『日国大』)｡｢マ
ゴ｣は性別と関係なく､しかも息子側か娘側かをも問わずに ｢子の子｣を指しており､現
代に至っている｡(9)の ｢マゴ｣は他の語､例えば ｢ヒマゴ｣(子の子の子)などを併せて
みれば､自己より二つ下の世代を示す共通の基本構成要素であることが分かる｡
1.2 日本語における親族名称体系の特徴
日本語の親族名称の構成要素を表1のように整理しておく｡
(表 1:日本語親族名称における構成要素)
(オホヂ)ヂヂ.チチ.オジー大父,祖父.父 小父,おじ)バ パパ ハハ バ :,:J,､∴ ≡≡ L rチエ遥誌R.
(大母.祖母.母.小母,おば)
アニ (兄)ネ 柿 [計 ;霊芝 = r r誌 ‥
オトウト(弟)イモ 妹 霊芝 = r 年少 同世代
イトコ (いとこ) (愛しき子の意)
(1)日本語の親族名称においては性別の区分は基本的特徴の一つであると言える｡
(2)上の世代は重要な概念として明示するという認識が窺われる｡
(3)同世代者においても年上を重要な概念として明示するという認識が窺える｡
(4)諦構成の意味からすれば､.rヲヂ(小父)･ヲバ(小母)｣というおじおば名称も ｢イ
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トコ(愛しい人)｣といういとこ名称も ｢親愛｣｢親しい｣の意を持っている｡これら
の親族は自己にとって親近感を持たせる存在であるのみである｡父母を除いた他の
親族は､親と自己を中心とした関係の枠に入れない ｢ソト｣なる存在である｡父系
か母系か年長か年少かなどは､日本語の親族名称体系においては大切な概念ではな
いから､同じ地位の親族に対して世代､年齢の長幼､系統を問わずに同一視して全
く同一の語形を用いるという現象が起こりうる｡この意味においての ｢ウチ･ソト｣
の関係は漢文化の影響を受けながらも基本的に変わることなく日本語の親族名称体
系を支配していると考えられる｡
(5)日本語のいとこ名称には性別､長幼などによる区別がなく｢イ トコ｣と一括のみで
ある｡これについては､柴田(1988)では｢男女の別によって語を分化させないのは,
｢マゴ､ヒマゴ(ヒコ)､マタイトコ(ハ トコ)｣は生産(出産)にはまだ関係のない､即
ち性を超えた存在であると説明できるが､なぜ ｢イ トコ｣は ｢男｣と ｢女｣を区別
しないのか､いまのところ説明がつかない｣と述べているが､同じ家族内のきょう
だい名称は ｢セ(親しい男)･イモ(親しい女)｣と性別のみで区分した語形しか持た
なかったから､｢ソト｣のいとこ名称は性別さえ区分しない語形をもつのは当然のよ
うに考えられる｡
2. 中国語における親族名称
2.1 中国語の親族名称の構成分析
先ず､現代中国請の親族名称を日本語と同じ順に次のように挙げておく｡
(1)znfh･waizAfb(祖父) Z血mA･waiz血m丘(祖母) (2)fbqin(父) m叫 n(母) (3)b6fh･
sh弧 ･jihfh(おじ) g缶mn･yl'm屯(おば) (4)xi6ng(冗) ji主(柿) (5)dl(弟) meH妹)
(6)tdngxi6ng･biaoxi6ng tdngdi･biaodi tdngjie･biaojie tdngmとi･biaomei(いとこ)
(7)6rzi(息子) n色6r(娘) (8)zhI'zi･waisheng(おい) zhl'n血･waishengn血(めい) (9)
sanzY･wais缶n s缶nn丘･wais融ln屯(孫)
(1)から(9)の静は全て男女の性別を区分して静形を異にし､それぞれペアとなっている｡
(1)の語グループは ｢zAJという共通の形態を持ち､｢fb｣｢mBJで相異する｡また ｢wai｣
を冠した語形とそうでない静形の二通りに分かれ､その点では(8)(9)も同様である｡(3)
のグループは ｢fい mBJという共通の形態が抽出される｡(1)(2)(3)を合わせてみれば､
｢fb･mAJという形態を共有していることが分かる｡
(1)(2)(3)はみな自己より上の世代の親族を表す語のグループである｡これらの静形か
ら三つのことが窺われる｡一つは中国韓の上位世代親族名称は日本語と違って､それぞ
れ-帝で表わすのではなく､父方か母方かによって語形を使い分けることである｡次は
基本的に尊敬すべき上位世代親族を ｢父母｣とほぼ同一視して ｢fb･mAJをつけて表わ
すところは日本辞と共通している｡ここで注意すべきところは現代語では母方のおじ名
称にも父方のおば名称にもそれぞれ rjiufBJ｢g屯mAJのように ｢fb｣｢mAJが付いている
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が､周代においてはそれぞれ rjiuJ｢gGJのみで､｢fb･mAJは付いていなかった｡もう
一つは同じ父方のおじでも二通りの語形が用いられることである｡
｢fhJの語源について ｢手に石斧を持って打つ意｣(郭抹若氏､甲骨学文字篇引)など
からみれば､｢権力を持つ｣というのが本義であろう｡転じて男性の尊称として使われ
る｡家族においては 『説文解字』に ｢父拒也家長率教者｣(父とは拒なり｡一家の長で､
家族を率いる者である｡)とあるように一家の長である男親を ｢fbJと呼ぶようになった
と考えられる｡
｢父義和､杢顔文武､克慎明徳｣(父義和よ｡いとも輝かしい文王､武王は､よく慎ん
でその徳を明らかにされた)(『書経』･文侯之命)とあるように､諸侯分封制の周朝にお
いては､天子は同姓の諸侯を､諸侯は同姓の大夫を皆 ｢fh｣といい､異姓のそれを皆 rjih｣
と言っていたことから､｢血｣は ｢異姓｣を意味する rjibJと対立して､｢同姓｣を意味
するという性格が強かった｡ここで ｢f血｣の意味機能を整理してみると､①己を生む男
親を指す､②同姓つまり父方の男系を指す､③自己より上の世代の男性に対する尊称と
しても機能する､ということになる｡従って ｢柑｣は同姓(つまり父方の男系)の上位世
代の男性親族名称の構成要素をなしていた｡異姓の母方の祖父に使われたのは､自分よ
り二つ上の尊敬すべき世代にあるからであり､異姓の母方のおじにも ｢f山 が付けられ
るようになったのは､｢父｣の尊称としての機能が働いていることも考えられるが､上位
世代の男性親族を自己を生み育てた父とほぼ同一視している意識が窺われる｡
次に､｢mAJについては ｢母牧也､従女象菓子形､一目象乳子也｣(母とは牧なり､女
の部首で子に乳を与える形に似ている)(『説文解字』 ･12･下)とある｡｢子に乳を与え
る｣というのは ｢mAJの本義であり､乳を与えるという姿の表現から ｢母｣の意へ転化
したと考えられる｡
漢代の 『爾雅』 ･｢揮親｣ に ｢mAJの形態を用いた親族語は主として､
｢wdngmAJ(父方の祖母)､｢zengzawdngmAJ(父方の祖母の母)､｢g豆oz屯wdngmBJ(父方
の曾祖母の母)､｢C6ngz色Z丘mAJ(父方の祖父の兄弟の妻)､｢shimaJ(父方の年上のおじ
の妻)､｢S旭mAJ(父方の年下のおじの妻)､｢shamBJ(父の妾)､｢waiwdngmAJ(母方の
祖母)､ ｢waizengz色wdngmAJ(母方の祖母の母)､｢C6ngmdJ(母の姉妹)のように挙げら
れる｡
｢mGJは父方のおばを除いた､上位世代の女性親族語の形態であり､｢上位世代 ･女
性｣を識別する基本要素であったらしい｡また親族外の女性にも用いられたことから女
性の美称､尊称としての働きもあると考えられる｡後に父方のおばにも用いるように
なったのは ｢母｣の尊称としての機能が働いていることもあるが､上位世代の女性親族
を自己を生み育てた母とはぼ同一視している意識が働いていると考えられる｡
上位世代の親族名称には ｢fh･rhAJという共通の形態をもっているのは上位世代の親
族を自己を生み育てた父母とほぼ同一視しており､自己にとってみな上にある尊敬すべ
き世代であるという認識も見てとれる｡これは日中両言語の共通したところである｡
(1)の語グループが共有する ｢zAJについては､最初は ｢zAJは ｢始祖神の廟｣の意を
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もっていたと考えられる(『説文解字』)｡転じて ｢王之蓋臣､無念爾祖｣(これ見て忠あつ
き周の臣よ､汝のみ祖を思わざらむや)(『詩経』･斉王之什)とあるように ｢zAJは ｢人
の始｣､｢先祖｣の意をもっているが､祖父から上の世代は皆 ｢zAJと称することから､
｢zAJは最初は ｢祖父母｣のみを意味するLのではなく､祖父から上の世代を表す形態であ
ることがわかった｡
次は ｢wai｣とは､『膚雅』 ･ ｢挿話｣によれば､｢表也｣､おもて､そとの意であり､
｢nei｣と対をなしている｡『説文解字』にも､｢外､遠也｣があり､｢wbi｣は遠くにいる､
親しくない関係を表わす形態として用いられる｡祖父母名称では｢wai｣が付いた語形は
母方を指すのに用いられる｡父方母方とも同じ詩形を用いる日本語とは違っている｡
｢wai｣を用いた詩を調べてみれば､｢waib6zAfBJ(母方の祖父の兄)､｢waixi6ngdU(父
方のおばの子､母方のおじとおばの子､同母異父の兄弟)､｢waisheng｣(姉妹の子)､
｢waish｣(娘の子)､｢waigGJ(妻の母の古称)､｢waijihJ (妻の父の古称)などが挙げられ
る｡｢wai｣によって構成されたこれらの名称は､性別と世代を問わず､母､姉妹､妻､
娘側の親族や姻族を指している｡｢wai｣は父方の男系と対立して､父方の男系以外の親
族を識別する標識になる｡これは｢wai｣により構成された静形を持つ親族は父系家族の
外に属するという認知構造を反映している｡
(3)はおじ､おばを表す静のグループである｡これらは ｢fB･mAJという性別と世代
を示す基本要素にそれぞれ修飾要素とされる ｢b6･sha･jihJと ｢gG･yf｣を付ける形で
語を構成しており､それぞれ ｢オジ｣｢オバ｣の一語だけで表す日本語と対照的である｡
｢血｣と rjibJは既に述べたように ｢同姓｣と ｢異姓｣の対立関係をなしていた｡rjihJ
については､『得名』･｢揮親属｣では､｢第､久也､久老稀也｣(男とは久なり､久老の
構なり)と ｢古い｣と解している｡転じて ｢年配の男｣の意で､男性の年配者を指すよう
になったと考えられる｡｢我送男氏､日至洞陽｣ (叔父君送りて滑水の北)(『詩経』･滑
陽)などのように父と異姓の母方のおじ名称になったと思われる｡後に ｢fh｣をつけた静
形になったのは母方のおじを父とほぼ同一視して ｢異姓(母方)の父｣とみている意識が
あると考えられる｡
rjibJを用いた諦例を挙げてみると､rjiaz的 ｣(父方の祖母の兄弟)､｢waiji血zBfhJ(母
方の祖母の兄弟)､rjihbiaoxi6ng｣(母の兄弟の年上の息子)とあるように rjib｣は ｢母の
兄弟｣を指すほか､｢母方の男系｣を示す機能をもっていることがわかった｡
｢b6fB｣｢shGfh｣の詩形については､『説文解字』では､｢伯､長也､従人､自筆｡｣(伯
とは長なり｡人の部首で白の音に従う)とある｡漢代の 『白虎通』･｢姓名篇｣では､｢以
時長幼､号日伯仲叔季也｡伯者長也､伯音子最長､迫近父也｡仲者､中也｡叔者､小也｡
季者､幼也｣(年齢の長幼の順は伯仲叔李を以て表わす｡伯は年長者で､父に一番近い者
を指す｡仲は年が二番目の者を指す｡叔とは年少者の意である｡李とは幼いの意である)
と ｢b6｣を ｢年長者｣の意と解している｡｢shG｣とは､『説文解字』によれば､｢叔､拾
也､--汝南名収芋為叔｣(叔とは後について拾う意である｡--汝南で芋を拾うのを叔
と為す)の意になる｡それは ｢S的｣字の本義であろう｡『樺名』･｢樺親属｣においては､
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｢叔､少也､幼者構也｣とあり､年少者を意味している｡古くに ｢b6fb｣(父の兄)､｢b6g缶｣
(父の姉妹)､｢shajib｣(母の兄弟)､｢b6Z首｣(一番目の姉)などの語例があったことからは
｢b6｣と ｢shG｣は同世代者の長幼を示し､｢年上｣と ｢年下｣を表す接頭辞としての働き
があることが分かる.従って ｢b6fh｣｢shdfhJは ｢年上の父｣と ｢年下の父｣の意となる.
｢b6｣｢sha｣は ｢年上｣と ｢年下｣ の意であるから､母方のおじ名称にも ｢b6･sha｣
を修飾辞としてつけた語形があると考えられるC｢留青集釈義､長El伯勇､少日叔窮｣(留
青集の釈義によれば､母方のおじは(母より)年上は伯勇といい､年下は叔勇という)(『称
謂録』･母之兄､伯巽)のように､母方のおじ名称でも ｢b6jihJ｢shdjih｣という長幼を区
分した語例も見られたが､体系上結局 rjihfh｣と一語で表わすことになったのは､これ
らは理論上の区分に過ぎず､父の血統を中心とした社会においては母方のおじの長幼序
列はそれほど重要な意味を持つ概念ではないと思われる｡おじ名称の語形からは父方の
男系という系統のみならず､その男系の年齢の長幼をも重んじる意識が窺われる｡
上位世代の男性親族名称に父の意の ｢f山 の形態を用いるところは日本語と共通して
いるようであるが､前にも述べたように､これは上位世代親族を自己を生み育てた父母
とはぼ同一視して敬意を払うべき世代とみているからと考えられる｡しかし､系統と年
齢の長幼をはっきりと示した修飾辞を付けて異なる語形で表すのは根底に系統､長幼を
大切に考える意識があるからである｡同一視して上の世代という認識があるからこそ､
｢fdJを付ける静形を持つのであり､系統､長幼を重視しているからこそ､一概に全く同
一の語形を用いず､それらを示す修飾辞をつける語形を持つのである｡
次に(3)のおば名称についてみれば､このグループの語は ｢mBJに ｢gBJ｢yl'Jをつけ
るという語構成となっている｡
｢g缶｣とは､『説文解字』には ｢夫母也､従女古撃｣(夫の母を指す.女の部首で古の
発音に従う)とある｡｢古｣の音が持つ意味は ｢古い｣で､｢gdJとは ｢年を取った女｣の
意となる｡借りて ｢年配の女性の通称｣と解せる｡『白虎通』･｢三綱六紀｣には ｢親如
母者而非母者姑也｣(母親のように親しいが､母親ではない人は ｢姑｣と呼ぶ)と示して
いる｡従って ｢婦謂夫之父目早､夫之母日姑｣(妻は夫の父を勇と､母を姑と呼ぶ)(『雲
麓浸紗』･巻5)のように借りて婚姻関係にある ｢配偶者の母｣を表わし､転じて親族内
においては､｢母｣と称せない､父方のおばを指すようになったと考えられる｡
｢g缶｣を用いた語例を挙げてみると､｢g缶Z色mdJ(父方の祖父の姉妹)､｢waig缶zamBJ
(母方の祖父の姉妹)､｢gBbiaoxi6ng｣(父の姉妹の年上の息子)とあるように ｢gaJは ｢父
の姉妹｣を指すほか､｢父方の女系｣を示す機能をもっていることがわかった｡
｢yi｣については､『説文解字』には､｢嬢､妻之女弟同出為姉､従女夷聾｣(妹とは妻
の妹で一緒に嫁ぐ人を為す)とあり､｢yf｣を ｢妻の姉妹｣の意と解しているが､現代で
は ｢母の姉妹｣の意となっている｡母の姉妹は､父からみれば ｢妻の姉妹｣である ｢yi｣
にあたる｡子供が父の真似をして､｢yi｣と呼ぶようになったとされている(蘇興 『王先
謙釈名疎謬補引』)｡
｢yl'｣を用いた語例を挙げてみると､｢yiz丘mAJ(父方の祖母の姉妹)､｢waiyfz色mAJ(母
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方の祖母の姉妹)､｢yibi豆oxi6ng｣(母の姉妹の年上の息子)とあるように ｢yl'｣は ｢母の姉
妹｣を指すほか､｢母方の女系｣を示す機能をもっていることがわかった｡
おば名称には体系上年齢の長幼を示す詩形を用いない｡それはおばの長幼序列がそれ
ほど重要な意味を持って概念化する必要がなかったからだと思われる｡そこにも同様に
基底に父方の男系以外の親族が ｢ソト｣なる存在であるという意識が働いているからで
あろう｡
以上､(1)(2)(3)の語形について見てきた｡(1)のグループにおいては､(丑｢zAJは自
己より一つ以上の世代を示す基本要素である｡② ｢fh･mBJは自己より一つ上の世代を
示す基本要素であるが､上位世代親族語の共通要素でもある.③ rjjhJは母方のおじを
指すほか､｢fhJと対立して ｢異姓｣を意味する性格が強く､｢母方の男系｣を識別する
機能を持つ形態である｡④ ｢gdJ｢yi｣は父方､母方のおばを指すはか､それぞれ ｢父方
の女系｣と ｢母方の女系｣を示す機能を持つ形態である｡⑤ ｢b6｣と ｢shB｣は対応関係
をなしており､同世代者の長幼を示す形態であったが､父方のおじに限って用いられる
ようになり､またそれのみで父方のおじ名称としても用いられるため､父方の年上と年
下のおじという系統､世代及び性別を識別する機能を持つ形態となった｡つまりここの
③④⑤はそれぞれ性別を示す要素ではあるが､すべて父系(｢bdとshB･gBJ)･母系(rjib･
yl'｣)を認識する要素である｡従ってこれらの要素は修飾辞としても用いられ､世代を示
す要素の前に付ける形で静を構成しているのである｡｢fa｣をはじめ､これらの語形は父
母とほぼ同一視しているほか､父方の男系とそれ以外という ｢ウチ･ソト｣の関係を厳
密に区別する意識もあったことが窺われる｡そして､これらの意識が他の親族騎乗に大
きい影響が与えたことが予想できそうである｡
(4)(5)(6)は自己と同世代の親族を指す碑のグループである｡これらは ｢xi6ng･dtl･
jiる･mei｣の形態を共通しているが､｢tdng･biao｣をつけることにより違いを示している｡
『説文解字』によれば､｢xi6mg｣とは ｢兄､長也､従児従口｣(兄とは長なり｡口の部
首で児の音に従う)とあり､年長の意を表わしている｡それに対して ｢dl｣とは ｢章束之
次弟也｣(なめしがわで物を巻く順番の意)とあるように､｢順番｣の意と解している(加
藤 1970)0
『爾雅』･｢樺親｣には ｢男子先生為兄､後生為弟｣(男子は先に生まれた者は兄とい
い､後に生まれた者は弟という)とあり､それぞれ同世代の ｢年長の男きょうだい｣｢年
少の男きょうだい｣を指している｡古くに ｢n丘xi6ng｣(年上の女きょうだい)､｢nadtl｣(年
下の女きょうだい)の諦例があり､また ｢dH は年下の女きょうだいを指す静例もあっ
たことから ｢xi6ngJ｢di｣は長幼を示す性格が強い要素であると言える｡
rji卓｣は女性一般を呼ぶ静であり､後に年上の女きょうだいを呼ぶに用いるように
なったorji卓｣を用いるまでに名称として ｢zi｣が多く用いられた｡｢zi｣は 『揮名』 ･
｢揮親属｣に ｢姉､積也--｣(姉とは蓄積の意である)とあるように ｢数多い｣の意を
持っている｡これを年についていえば､年齢が高いの意となり､年上の意と解せる｡｢mei｣
とは ｢妹者未也｣(妹とは未の意である)(『白虎通』･三網六紀篇)と末の意と解される｡
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rjiJ｢meiJは ｢xi6ng｣｢di｣と同様に年長年少を示す性格を持っている｡爾雅』に ｢男
子謂女子先生為姉､後生為妹｣(男子が年上の女きょうだいを姉と言い､年下の女きょう
だいを妹と言う)とあるように､｢Z首｣と ｢mとi｣はそれぞれ男性からみた女きょうだいの
年長者と年少者を指す形態である｡
(5)はいとこを指す語のグループである｡｢xi6ng･di･ji卓･meiJに ｢tdngJ｢biao｣の
修飾辞を冠して異なる語形を持っている｡また､いとこ名称にきょうだい名称の ｢xi6ng
(冗)･di(弟)･ji(姐)･mei(妹)｣を用いた点においても日本語と異なっているO
｢xi6ng･dtl･ji･mとi｣の示す意味額域は 『輝親考』に ｢稀兄弟者有六､父之兄弟之
子､日従父兄弟､姉妹之子日外兄弟､又日表兄弟､母之兄弟之子日内兄弟､姉妹之子目
従母兄弟､又目簸兄弟､同曽祖着日従祖兄弟､又日再従兄弟､同高祖者日族兄弟､文月
三従兄弟｣(兄弟と呼ぶ者は次の六種類の場合である｡父の兄弟の子は従兄弟といい､父
の姉妹の子は外兄弟といい､または表兄弟ともいう｡母の兄弟の子は内兄弟といい､母
の姉妹の子は従母兄弟または妹兄弟という｡曽祖父を同じくする者は従祖兄弟または再
従兄弟といい､高祖父を同じくする者は族兄弟または三従兄弟という｡)とあるように､
世代という概念を重んじる意識があるから中国請の ｢xi6ng･dtl･jie･m色i｣は古くから同
父または同母から生まれた血縁者のみならず､いとこ､さらに同世代の遠い親族をきょ
うだいとほぼ同一視して言う語として使われて現代に至っていると考えられる｡
｢tdng｣とは 『説文解字』には ｢堂､殿也､従土尚聾｣(堂とは座敷なり｡土の部首で
尚の音に従う)とあるように｢土を高く盛り上げた ｢高台｣といわれる所に建てた表座敷
の意｣(酒代の段玉裁氏の注による)である｡転じて､父系の祖先を同じくして同じ屋敷
に共同居住している親族を指すようになったと考えられる｡
｢tdng｣の静例を挙げると､｢tdngznfhJ(父方の曽祖父の兄弟の息子)､｢tdngb6fh｣(父
方の祖父の兄弟の年上の息子)､｢tdngyl'｣(母方の祖父の兄弟の娘)､｢tdngihbi急oxi6ng｣
(母方の祖父の兄弟の息子の息子)､ ｢tdngwaishengnnJ(父の兄弟の娘の娘)｣などがあ
る｡｢tdng｣は父方､母方両方にも用いられるので､自己を基準としていない｡ある人ま
たはその家族にとって同じ血統を継ぐ ｢ウチ｣の男系の親族を ｢tdng｣で表すことが分
かった｡従って､｢xi6ngdijiemeiJに ｢tdng｣を冠した語形で表わされるいとこは自己と
同世代でしかも同血統を持つ男系親族であるということになる｡
｢biao｣とは､酒代の朱駿声氏の 『説文通訓定声』及び加藤(1970)では ｢上を包覆す
る衣｣であり､｢衣の意味が脱落して ｢外面｣の意となった｣と解している｡つまり表と
は外であるo｢biao｣を冠した語形を挙げると､｢biaoz血fhJ(父方の曽祖父の姉妹の息子)､
｢biaob6fbJ(父方の祖父の姉妹の年上の息子)､｢biaoyl'｣(母方の祖父の姉妹の娘)､
｢biaojihbi孟oxi6ng｣(母方の祖父の姉妹の息子の息子)､｢biaowaishengnAJ(父の姉妹の娘
の娘)などがある｡｢tdng｣と同様に ｢biao｣は父方､母方両方にも用いられるので､自己
を基準としていないで､ある人またはその家族にとって違う血統を継ぐ ｢ソト｣の女系
の親族を ｢biao｣で表すことが分かった｡従って ｢xi6ngdijiるmeiJに ｢biao｣を冠した語
形で表わされるいとこは自己と同世代でしかも違う血統を持つ女系親族であるというこ
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とになる｡
｢waiJも ｢biao｣も女系親族を表すが､｢wai｣は ｢父母･自己｣を基準にしてみた母､
姉妹､娘側といった ｢ソト｣の関係にある親族を指し､父方の男系と対立関係をなして
いるo｢biao｣は父母と自己を基準にしていない｡父系･母系と関係なくそれぞれの家族
において違う血統を継ぐ男系親族を表し､｢tdng｣と対立している､ということになる｡
次は､(8)のグループを見てみるが､｢zhl'｣とは､加藤(1970)では､字の形から見て｢至｣
の音が表わす意味は｢遠くからここまで来て止まる｣であるから親近の意を持つとして､
｢zhi｣は ｢親近な女の意｣とみている｡『爾雅』･｢樺親｣は ｢父之姉妹為姑--女子謂
昆弟之子為姪｣(父の姉妹は姑という--女子は兄弟の子を姪と呼ぶ)｣とある｡｢zhi｣の
本義は女子からみた兄弟の娘の意である｡｢zhi｣は後に兄弟の息子､娘両方に用いられ
るようになった｡
｢tdngzhI'｣(父の兄弟の息子の息子)､｢zhI'waishnAJ(兄弟の娘の娘)などの語例をみ
れば､｢zhl'｣は自己より一つ下の世代の男系親族を識別する性格の強い要素であること
が分かる｡
｢sheng｣については 『滞名』･輝親属には､｢甥亦生也､出配他男両生､故其制字､男
勇作生也｣(甥とは生なり｡他家の男に嫁いで生んだ子なので､字には男の部首に生を付
けるのである)とある｡こうすれば､自己の姉妹の子を｢sheng｣と呼ぶことになる｡｢sheng｣
は｢zhi｣とともに自己より一つ下の世代､自己の子以外の親族を示す形態であるが､｢zhi｣
と反対に､女系親族を示している｡
｢sheng｣と称される者は皆父方の男系以外の人であるので､晋代頃から姉妹の子は
｢sheng｣に ｢wal｣を冠して使われるようになったとされている｡さらに性別を明示した
｢waisheng｣と ｢watIShengnBJという名称が現われて､男女を区別して呼ぶようになり､
現在の体系に定着した｡
(9)のグループの共通の ｢sh｣について､『説文解字』には ｢子之子日孫､従子従糸､
糸続也｣(子の子は孫という｡子に従い糸のように続く意なり)とある｡｢S缶n｣の本義は
｢永遠に続く｣子以下の世代を示す総称であることが伺える｡『爾雅』･｢樺親｣に ｢子
之子為孫､孫之子為曽孫､曽孫之子為玄孫｣(子の子は孫といい､孫の子は曽孫といい､
曽孫の子は玄孫という)とあるように､｢zengshJ(子の子の子)､｢xudnsan｣(子の子の
子のチ)の詩形で子の子以下の世代を指していることからも｢S色n｣は自己より二つ以上
下の世代を示す基本要素であることが分かる｡『爾雅』･｢樺親｣は ｢女子子之子為外孫｣
(娘の子は外孫という)と ｢walsh｣の語形で娘の子を指している｡娘の子は他家に嫁い
で産んだ子供なので､周､漢代からは既に ｢wai｣を冠した語形で息子の子と区別してい
た｡さらに男女を区別するために ｢watISh (zi)｣｢wais缶nnnJのように､娘側の男孫と女
孫を表わして､現代に至っている｡
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2.2 中国籍における親族名称体系の特徴
中国韓の親族名称の構成要素を表2のように整理しておく｡
(表2:中国語親族名称における構成要素)
zAfd(父方の祖父)- ｢fAj.'男性 l 無標記
器 :uS整 ≡ .E冨 Ji…菱蓋 . r芸 コ -｢mI;:世代
fAqin(父) p｢fB｣:男性
mBqin(母) ｢mqJ:女性 ｢札｣
biG:u琵琶 冠 箪 ≡ Fr三 三…塁蓋= [sbhdaj;芸年 父方 rm-蓋 世代
jiBfA(母方のおじ) - ｢fAJ‥男性 l 母方
yim色(母方のおば)- rm色｣:女性
,filf(n;',兄' 至芸= = ｢ 年上 ｢xi8ngJ
S温 , 霊芝= =r 年下 豊
:…=芸tf(n2g12ohBOuB諾 霊宝豊 子こ'- 蔓董≡ ;:} 同急 ぐ脈 ｢m;iJq代tingdi父方のおじ家の年下の男いとこ)mei(父方のおじ蒙の 女
≡重量薫 妻 葉 菜 ≒ 蔓室≡ …二 憲 辞
irzi(息子) 男性
n色ir(娘) 女性 ｢zl｣:
zhizi(兄弟の息子) 男性 l ｢zhI'｣ 一つ
zhI'n色(兄弟の娘) 女性 男系 下の世代
waisheng(姉妹の息子) 男性 l rshengJ
waisherLgnA(姉妹の娘) 女性 女系
≡ ;:A'n(kf*foOoEdf,' …蓋 . krw;a;ユ rsB:::世代
(I)性別の区分は中国語の親族名称の基本的特徴であると言える｡
(2)すべての世代において世代を示す共通要素がある｡世代は重要な概念として認識さ
れている｡
(3)同世代者間の年齢の長幼序列が重要な概念として明示するという認識が窺われる｡
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(4)系統を示す要素は修飾辞として世代､性別を示す要素と｢系統要素+長幼要素+世
代要素+性別要素｣のように語を構成している｡系統は区分すべき重要な概念とし
て捉えられ､父方の男系以外の親族は父系の家族外に属するという認知構造を反映
している｡父の血統を中心とした関係はそれ以外の関係とは区別すべく異なる意味
を持つ概念であるという認識が窺われる｡
(5)おじおば名称は ｢fh･mGJの形態を用いる｡いとこ名称は ｢xi6ng･di･jie･meiJ
の形態を用いるOこれらの親族をそれぞれ父母､きょうだいとほぼ同一視している
からこそ､同一の形態を用いるのであるが､世代における上下関係をはっきりさせ､
世代(上下)の序列を重んじる意識が働いていることも窺える｡たとえ遠い親族でち
世代の区分を示す要素を用いるのである｡しかし､同じ地位にある親族に対して系
統を示す要素をつけて表すのはすべての親族を全く同一視して同一の語形を用いる
ことをさせず､父方の男系とそれ以外を区別する意識が強いからであろう｡従って
同化はしたものの､同化の範囲と程度により構成される体系が違っている｡
3. 日中両言語の親族名称体系の異同
両言語の親族名称をもう一度挙げておく｡
[項目〕 [日本帝親族名称] [中国晴親族名称]
祖父母 (1)ソフ (ヂヂ) イトコマゴ ソボ (パパ) (1)Z屯fh.waizAh血 Z色m色.waiz色m血
父 母 (2)チチ ハハ (2)fLqin m屯qin
おじおば (3)オジ オバ (3)bdfA.sh机 .ji血凡 g屯m色.yI'm色
兄 姉 (4)アニ アネ (4)xi6ng jほ
弟 妹 (5)オトウト イモウトムスコ (5)di me主いとこ息子.娘 67ムスメ 6t血gxi6ngbaoandは7irzi tAngjほbiaoiem色iとn色ir
額.姪 (8)オイ メイ (8)zhizi.waishモng zhit伯.waish呑ngn屯
(1)性別の対立は両言語の親族名称における基本的な体系性の一つであると言える｡
(2)両言語においても､自己より上の世代の共通要素は尊称としての働きを持っている
ことから､上の世代への尊敬意識があると思われる｡
(3)中国語の親族名称体系は上の世代への尊敬意識を反映し､｢ウチ｣なる親族の世代､
長幼の上下序列を重視する体系である｡父系､母系を区別し､そのうえ男系､女系
を区別し､さらに性別を区分するといった構造の多重性を持つと言える｡これは父
系の男子を中ふとした体系であり､それ以外の親族は ｢ソト｣なる存在と見ている
のである｡これらの歴然とした ｢上･下｣｢ウチ･ソト｣関係は中国辞の親族名称体
系を強力に支配し､維持していると考えられる｡
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これに対して､日本詩の親族名称体系は中国語と同様に上の世代への尊敬意識を反映
しているが､父系･母系または男系･女系による区分は見当たらなかった｡日本の親族
名称体系においては､｢親 ･自己｣を中心として､その他をみな同一視して ｢親 ･自己｣
を中心とした関係に入れない ｢ソト｣なる存在として区分するといった構造を持ってい
ると考えられる｡
おわUに
以上は祖父母の代から孫の代まで5世代の親族名称について考察したものであるが､
これらの記述はすべてを網羅しえたものではない｡また､分析にあたってその根拠とな
る詩形と意味変化､詩形交替における適時的な考察はまだ明らかにしえていないところ
が残っている｡今後より考察を深めることが急務である｡
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